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＜連絡事項＞
・R2年度の職員旅行は、現在、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、実施を未定としております。そこで、今年度の旅行開催に開催について皆さんがどのようにお考えなのかご意見を頂きたく、アンケート協力のメールを送信しています。

＜添付ファイルを各自で印刷し紙媒体で提出する場合＞

・三沢領域　南風苑　久保田慶子

・高齢領域　南山苑　花生静香

・精神領域　南病棟　田端公子

・本部　　　SS　    佐々木美佳

＜メールへの返信などデータで提出する場合＞

・メールへ書式記入後に添付ファイルとして返信あるいは該当する番号、ご意見を記載の上での返信

＜提出期限＞

10/1（木）～10/9（金）

お忙しいとは思いますが、ご協力宜しくお願いします。不明な点がありましたら、お近くの法人行事委員までお問い合わせ下さい。

法人行事運営委員会
＜患者様連絡事項＞
・木村　美智子様～便秘時ピコスルファートNa内用液の残量無い為、主治医へ報告し2本処方。
・髙橋　郁様～持参薬のフスタゾール糖衣錠10mg(当院代替薬レスプレン錠20mg)とフェキソフェナジン塩酸塩錠(当院代替薬フェキソフェナジン塩酸塩OD錠60mg)は共に10/2夕で処方切れとなる為、主治医へ報告し、当院代替薬へ切り替えとなり、6日分処方(10/3分～)。
＜入院・入室状況＞
【入院】
・寺地　徳和様：東Bユニット2号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放観察時、他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為頻回であり、予定より早くに開放観察終了している。自傷行為等の問題行動は無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。拘束一時解除中は車椅子上で過ごされ、車椅子自操しユニット内移動されている。各食全量摂取され拒薬も無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。本日より午前・午後1時間の拘束一時解除実施している。拘束解除中は私物整理行っておられ問題行動は無い。再拘束時にも不機嫌さ無く、対面時礼節保たれており穏やか。各食全量摂取され、拒薬も無い。拘束部位のトラブル無し。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・三浦　久司様～食事は全量摂取。バイタルサインの異常はなし。不調の訴えもなく対面時穏やか。
・若沢　理子様～各食全量摂取され拒薬も無い。午前は自室にて過ごされていたが午後よりホールに出て来られ、他患者様との交流見られている。奇異行動無く情動安定しているが、幻聴に関する訴えがある。
・木村　格治様～各食2/3摂取、アローゼン0.5g拒薬されるも、その他は問題無く服薬される。活気無い様子であるが腹部症状の訴え無い。妄想言動も聞かれていない。
・遠嶋　剛様～退院に関する訴えや他者トラブルなく対面時穏やか。
・角　穂並様～不穏さや粗暴性なく対面時穏やか。
・飯田　修子様～被害妄想強く精神症状の増悪見られ、他患者様やスタッフに対し粗暴行為あり、西Bユニットより東Aユニット13号室へ転入。眠気の訴えあり、転入後より自室にて過ごされている。不穏・興奮無し。
＜田名部Dr診察情報＞

・若沢　理子様～まだ体の震えは出ている。アリピプラゾール・ロドピン中止し、コントミン糖衣錠(50)1T　１×昼が追加となり、臨時薬５日分追加処方。
・袴田　将志様～多飲水に注意行っている。ロナセンテープに拒否あり中止となり、ブロナンセリン錠(4)2T・ゾデピン錠(50)2T　朝・夕食後追加処方となり、臨時薬７日分処方。

・小澤　和子様～夜間の睡眠も取れており、落ち着いている様子。クエチアピン３錠→２錠、コントミン糖衣錠３錠→５錠へ内容変更し、臨時薬７日分処方。

・田代　浩太様～処方内容調整し、臨時薬７日分処方。作業療法については、午前・午後共に参加の許可あり。電子機器についての使用は従来と変わらず。

・高橋　如来様～左乳房の処置は10/5まで継続。10/6八戸市民病院受診となる。臨時薬は同内容にて７日分処方。
・佐藤　セツ様～臨時薬は同内容にて７日分処方。口角炎の診断あり、デキサメタゾン口腔用軟膏０．１％処方となり塗布の指示。
・藤井　孝蔵様～ブリックゼリーが各食継続し、エンシュアリキッド２×毎食時、７日分継続処方。
・長瀬　伸也様～「１週間で措置を解除して欲しい」「前の病院でこっちに転院すればすぐに退院できると言われてきた」「外出泊をしたい」とやや興奮口調で主治医に詰め寄る様子あり。外出泊は措置解除後に、措置の介助は様子を見て検討していくことを説明しているが、「入院時に５日で措置解除して、１か月で退院できると聞いた。嘘つきだ」と聞き入れ出来ず。そのような入院説明はしていない事、措置解除後は医療保護か任意入院へ切り替え、措置解除後も直ぐには退院出来ないことを説明している。再三の説明に了解するが、「退院に向けて頑張りますから２週間で措置解除お願いします」と退院に対して強い要求は続いている。
・三浦　久司様～リリカOD錠７５ｍｇ 、エペリゾン塩酸塩錠５０ｍｇ 、セレコキシブ錠１００ｍｇ、中止とし臨時薬７日分処方。点滴同内容にて明日実施分処方となる。
・岡沼　和久様～夜間４～５時間はまとまった睡眠が取れているが、下肢のムズムズが続いている。トラゾドン塩酸塩中止、ブロチゾラム追加となり、臨時薬７日分処方。

・立花　圭様～容姿への拘りや他者への話し掛けの多さが続いている。コントミン糖衣錠２５ｍｇ　１×昼食後追加となり、臨時薬７日分処方。

・坂　きわ様～日時や季節が認識できており、認知機能はある程度維持されている様子。臨時薬は同内容にて７日分継続処方。
・島　龍太郎様～主治医より、アルコール依存症治療プログラムⅠ期　レクチャー15について説明行う。プログラムについての質問等はないが、「週に３～４日喫煙の為の外出がしたい」「断酒をしに来たので禁煙をしに来たのではない」と喫煙に対して強い要求をしている。説明にも「納得は出来ない」と話している。その後、トイレドアを蹴る、殴る等の粗暴行為あり。対面時も不機嫌に「主治医と話をさせろ」と訴えあり、再度診察。本人はアルコール依存症治療プログラムへの取り組む意思は無く、退院を希望している。以上の事から入院加療でアルコール依存症治療プログラムを継続するのは困難と判断して、本日14時退院予定としたが、退院午後3時半過ぎに自衛隊上司の方が来院。本人からの退院希望の件を電話で聞いて、病院で話し合いを持ちたいということであったが、本人は昼の診察の段階でこちらには退院を決めた事を話していたものの、上司には明言は避けていたようである。本人と職場上司だけの話の場を持った後に意向を翻して、入院を継続すると話している。こちらとしては受け入れるが、本日までの態度のように、治療意志がないような発言をした場合、たばこ要求があった場合は、入院継続が難しくなる事を改めて伝える。退院を撤回して、入院継続となる。
＜皮膚科診察情報＞
・田代　浩太様～右第4趾間皹裂（+）→アズノール軟膏塗布の指示。アズノール軟膏　1本処方。
・鈴木　徳美様～漸次軽快の兆しあり、同前処置。
・沖田　康夫様～特変無し(両手は漸次軽快)。テルビナフィン外用液1本処方。
・木村　美智子様～特変無し。同前処置。
・水梨　孝純様～特変無し。同前処置。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.10.1　12:14　

氏　　名：寺地　徳和（てらち　のりかず）様

生年月日：昭和25年7月31日（70）

病　　名：統合失調症

合 併 症：盲腸癌術後状態、多発肝転移、腹腔リンパ節転移

性　　別：男性

主 治 医：安ケ平Dr

入院形態：任意入院

入院病棟：東病棟Bユニット2号室
（経過）

　現在、八戸赤十字病院入院中。R2.9.15盲腸癌術後転移の為八戸赤十字病院へ転院している。諸検査の結果、多発性転移・腹腔リンパ節転移を認め胆管狭窄による黄疸および肝不全や十二指腸狭窄が起こりうる状況で、予防的にステント留置やバイパス術についてご家族と相談した結果、特別な治療は希望しないという事で、当院への転院を希望され任意入院となる。

【備考】
・今後の受診の必要はないが、貧血で輸血が必要な場合は八戸市立市民病院、外科外来で対応する。
・病状については従弟様に伝えているが、余命6ヶ月の宣告はしていない。本人は知らない。

・DNR。

・CSセットB・オムツプラン②
